
（様式第１）【オートガススタンド申請者用】                                       （１／５） 
 

令和  年  月  日 

一般財団法人 エルピーガス振興センター 

理事長   岩 井 清 祐  殿                
 

【令和元年度補正】災害時に備えた社会的重要インフラへの自衛的な燃料備蓄の推進事業費

補助金（石油製品利用促進対策事業のうち石油ガス災害バルク等の導入に係るもの）交付申請

書 
 

 業務方法書第８条第１項の規定に基づき、以下の通り、補助金の交付を申請します。 
 

１．申請者（補助対象ＬＰガス設備の購入者） 
申

請

者

名 

ﾌﾘｶﾞﾅ  

 

 ﾌﾘｶﾞﾅ  

振興リース株式会社 
【法人番号   法人番号指定通知書に記載の１３桁   】 

役 職：   代表取締役 

氏 名：   振 興 一 郎 

所
在
地 

郵便番号 フリガナ トウキョウト         ミナトクニシシンバシ３チョウメ５バン２ゴウ 

105 － 
東京 

都・道 

府・県 
港区西新橋３丁目５番２号 

0003 

電話番号 03-6402-○○○○ FAX 03-6402-△△△△ 

業務方法書第３条第３号に規定する中小企業者 である。           ではない。 

リース業が定款に掲げられているか（掲げられていないのに、リー

スをした場合は、補助金の対象外となります） 
いる。           いない。 

実
務
担
当
者
※ 

氏名 

（役職・氏名） 

フリガナ カチョウ コウシン タロウ 

課長 興振 太郎 

所属部署名 

フリガナ ホウジンリースブ イッカ 

法人リース部 一課 

住所※ 

郵便番号 フリガナ トウキョウト              ミナトクニシシンバシ３チョウメ５バン２ゴウ 

105 － 
東京 

都・道 

府・県 
港区西新橋３丁目５番２号 

0003 

電話番号 03-6402-○○○○ ＦＡＸ 03-6402-○○○○ 

e-mail kohsin@mail.co.jp 

※振興センターからの通知書類等は「実務担当者」欄の住所へ送付します。 

※記入する実務担当者は、当申請に関わる権限を持ち、内容等を説明できる方としてください。 

 

２．共同申請者（補助対象ＬＰガス設備のリースを受ける者） 

申
請
者
名 

フリガナ ●●オート株式会社  

 

 

法人登録印 

代
表
者
名 

フリガナ 
ダイヒョウトリシマリヤク 

センタイチロウ 

●●オート株式会社 
【法人番号   法人番号指定通知書に記載の１３桁   】 

役 職：   代表取締役 
氏 名：  線太 一郎 

所
在
地 

郵便番号 フリガナ トウキョウト   チヨダクマルノウチ○チョウメ○バン○ゴウ 

100 － 
東京 

都・道 

府・県 
千代田区丸の内〇丁目〇番〇号 

0005 

電話番号 03-△△△△-○○○○ FAX 03-△△△△-××× 

業務方法書第３条第３号に規定する中小企業者 である。           ではない。 

 

捨印 

（法人登録

印） 印鑑証明書の印 

役職、氏名は謄本通りで記載 

１３桁ですか？ 

謄本通り？ 

振興センターからの問い合わせに適切な答えが得られない場

合、審査不能として不採択となる場合があります。 

メールでの問合せには必須 

様式第１の１/５は原本を郵送ください 

中小企業基本法で定められ

ている分類で選択のこと 



（様式第１）                                                          （２／５） 
 

２．共同申請者（補助対象ＬＰガス設備のリースを受ける者）の続き 
 

実
務
担
当
者
※ 

氏名 

（役職・氏名） 

フリガナ ブチョウ センタ サブロウ 

部長 線太 三郎 

所属部署名 

フリガナ ソウムブ 

総務部 

住所※ 

郵便番号 フリガナ トウキョウト   チヨダクマルノウチ○チョウメ○バン○ゴウ 

100 － 
東京 

都・道 

府・県 
千代田区丸の内〇丁目〇番〇号 

0005 

電話番号 03-△△△△-○○○○ ＦＡＸ 03-△△△△-××× 

e-mail s-senta@.com 

※記入する実務担当者は、当申請に関わる権限を持ち、内容等を説明できる方として下さい。 

※申請者と管理者が同一の場合は記入不要です。 

 

３．補助対象ＬＰガス設備の設置先 

設
置
先 

名

称 

フリガナ ●●オート ▲▲ＳＳ 

代表者名 

フリガナ センタ イチロウ 

●●オート ▲▲ＳＳ 代表取締役 線太 一郎 

住

所 

郵便番号 フリガナ ハチオウジシ △△チョウ ×チョウメ ××バン 

○○○ － 
東京 

都・道 

府・県 
八王子市△△町×丁目××番 

電話番号：××-×××-×××× ○○○ 

 

４．履行補助者（手続きを補助する者がいる場合のみ記載する） 

法
人
名 

フリガナ   

 

社印 

担
当
者
名 

フリガナ  

  

所
在
地 

郵便番号 フリガナ  

 － 
 

都・道 

府・県 
 

 

電話番号  ＦＡＸ  

e-mail  携帯番号  

 

５．申請する補助事業の概要 
 （１）概要 

① 【記入例】●●オート株式会社は、自らが運営する「●●オート ▲▲ＳＳ」に、下記（２）記載の石油ガス災害バ

ルク等と発電機をリースで設置し、災害時にＬＰガス自動車（タクシーを含む）へ供給するため、オートガススタ

ンドを稼働させる。また、３日分の備蓄をしているので携帯電話の充電等のための電源確保にも役立てる。  

※（別紙 10-4）「災害時の運用について」にて具体的な計画内容を記載する。 

 

② 振興リース株式会社は、下記（２）記載の石油ガス災害バルク等と発電機を購入したうえで、●●オート株式

会社とリース契約を締結し●●オート株式会社にリースする。 

（２）石油ガス災害バルク等の明細 

名称、製造事業者（又は販売元）、型番（石油ガス災害バルクユニットにあっては指定を受けた型番）、数量を記載 

 

① 石油ガス災害バルク ○○○○株式会社、JUS3N3 × １基 

② 非常用 LPガス発電機 株式会社○○○○、□□□‐◇◇ × １台 

 

個人印は不可 

メールでの問合せには必須 

カタログ通りの品番 
 

数量を記載 
（補助対象

外） 

 



（様式第１）                                                           （３／５） 

 

６．補助事業に要する経費、補助対象経費及び補助金交付申請額 

項 目 
補助事業に要する 

経費（税抜） 
補助対象経費（税抜） 補助率 

補助金交付申請額 

（税抜） 

①設 備 費 ８，４００，０００円 ８，４００，０００円 
 

 

 

②設置工事費 ２，０００，０００円 １，８００，０００円 

合 計 １０，４００，０００円 １０，２００，０００円 
1/2又は 

2/3 
６，８００，０００円 

 

７．補助事業の開始及び完了予定日 

開始予定日 交付決定日以後 完了予定日 令和○○年○○月○○日 

※「完了予定日」とは、申請者が補助対象ＬＰガス設備等の購入及びその設置工事等が終了し、かつ、補助対象経費の支払いが全

て完了する予定日のことをいいます。 
 

８．確認事項（いずれかに○） 

（ 

１
）他
の
補
助
金
へ
の
申
請
状
況 

① 他の国庫補助金を申請または申請予定としている。 
（本補助事業に関し、国の補助金を、同一設備等に 

対して受ける場合は申請できません） 

はい  ・  いいえ 
 

（はい：○○省補助金） 

② 他の地方公共団体の補助金を申請または申請予定 

で、補助金合計額が今回申請した補助対象経費を 

上回らない 

はい  ・  いいえ 

③ 石油タンクの補助金（本補助金と同様の石油貯槽タン 

ク等補助金）にも申請または申請予定をしている。 
はい  ・  いいえ 

（ 

２
）
申
請
者
の
資

格
に
関
す
る
確
認 

④ 業務方法書第７条の各号に該当する者(法人にあっては 

その役員)ではない。 

(該当する場合には申請できません)  

はい  ・  いいえ 

 

（ 

３
）
補
助
事
業
の
実
施
契
約
の

確
認 

⑤ 「補助事業者自身が子会社であるか・関連会社である

か」の有無 
（本事業に関し、補助事業者自身・「出資比率１５％以上の 

会社」を工事請負契約者又は資材購買契約者の対象とす 

る場合は、利益排除を行わねばなりません） 

有   ・   無 

⑥ 業務方法書第１３条２項に該当する はい  ・  いいえ 

事業完了が変更となり、完了予定日が変更となる場合は必ず振興センター

に連絡すること。また、交付決定時に条件を付すことがあります。 

計算あっているか確認 

締結済みであれば請負か委託契約書を添付 

『いいえ』は申請できません 

国の補助金は重複して受取れない 



（ 

５
）
補
助
事
業
を
適
切
に
実
施
で
き

る
こ
と
の
確
認 

⑦ 石油・ＬＰガスの容器の残量が常に災害時に使用する機

器全てを３日以上稼働させる量を確保する 

   ※「３日分以上の石油ガス」の燃料消費量計算書【別紙９-１ 

もしくは９-２】の提出 

はい  ・  いいえ 

⑧ 補助対象施設へのガス供給会社及び配送会社 
供給会社：㈱●●●● 

 

配送会社：㈱○○配送センター 

⑨ 災害発生時には稼働状況を速やかに所定様式 

（様式第２０）で報告できる 
はい  ・  いいえ 

 

９．申請内容のチェック事項（いずれかに○・記入）      申請書完成時のチェックリストとして使用 

① 【住所】【役職】【氏名】は謄本の通りに記載 はい  ・  いいえ 

② 申請者㊞は印鑑証明書の登録印である 

    また、暴力団排除に関する誓約事項（別紙６）も登録印 

である 

はい  ・  いいえ 

③ 法人番号は１３桁になっている はい  ・  いいえ 

④ 履行補助者は、補助事業者をサポートし、補助金事業の内容を

十分理解している 
はい  ・  いいえ 

⑤ 様式第１の５．申請する補助事業の概要の欄に災害時における

３日間の自らの対応、避難者の受入れ等を具体的に記載して

いる 

はい  ・  いいえ 

⑥ 上記５．の（２）の欄に機器品番がカタログ通り記載され、 

   また、補助対象設備が正確に記載されている 
はい  ・  いいえ 

⑦ 様式第１の６．の欄に記載された数字は整合性が取れ、また、 

採用の見積書との整合性も取れており、補助率、補助金交付 

申請額が確定している 

はい  ・  いいえ 

⑧ 設備の全体配置図が明確なっている はい  ・  いいえ 

⑨ ＬＰガス配管図面は常用（黒線）・非常用（赤線）の区別が明確 

になっている。また、アイソメ図は添付さている 
はい  ・  いいえ 

⑩ 電気配線図面は常用（黒線）・非常用（赤線）で明確になって 

   いる。また、電気系統図も添付されている。 
はい  ・  いいえ 

 （４／５） 

『いいえ』は申請できません 



⑪ 負荷リストで災害時使用する電気機器が明確になっている はい  ・  いいえ 

⑫ 固定型発電機の負荷計算書がある はい  ・  いいえ 

⑬ 競争入札になっている 

   （随意契約の場合は相応の理由が必要） 

  指名競争入札は３者以上である 

（見積依頼書の日付、有効期限の整合性は確認している） 

はい  ・  いいえ 

⑭ 見積日は見積依頼書の締切り範囲内である はい  ・  いいえ 

⑮ 見積書で設備費を除く５０万円以上の項目は、内容を示す 

詳細見積りの添付している 
はい  ・  いいえ 

⑯ 見積書の中で一括値引きをしていない はい  ・  いいえ 

⑰ リース会社が申請者の場合、リース契約書の（案）、リース減額

証明書の（案）を添付している ・・・ 該当のみ 
はい  ・  いいえ 

⑱ 暴力団排除の誓約書の日付は、申請日以前である はい  ・  いいえ 

⑲ 役員名簿は全員記載してある はい  ・  いいえ 

⑳ 登記事項証明書、印鑑証明書は、申請書日の３ヶ月以内で 

ある 
はい  ・  いいえ 

㉑ 会社案内を添付している はい  ・  いいえ 

㉒ 決算書２年分を添付している はい  ・  いいえ 

㉓ 提出の決算書は、債務超過になっていない はい  ・  いいえ 

 

 

 

 （５／５） 

『いいえ』は申請できません 


